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・アジア各都市２０箇所へ航空便がアクセス 
 
・５月からは、シンガポール－福岡間の 
 フライトがデイリーに 
 
・４月からは、ＫＬＭオランダ航空直行便就航 

充実したアクセス 
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3 豊富な開催実績 

2011年 

都市名 開催件数 

東京都 470 

福岡市 221 

横浜市 169 

京都市 137 

名古屋市 112 

開催実績国内 ２位 

国内第２位の国際コンベンションシティ 福岡 

主要開催実績 

2003年 日本医学会総会 33,000人 

2004年 国際青年会議所世界大会 12,000人 

2005年 国際宇宙会議   2,500人 

2006年 世界政治学会   2,200人 

2012年 国際泌尿器科学会総会   3,300人 

2012年 東洋東南アジア・ライオンズフォーラム 18,000人 

経済波及効果 
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平成19年度の福岡国際会議場・マリンメッセ福岡・福岡国際センター 
３施設のコンベンション開催における 

・経済波及効果：１，２００億円 
 ・雇用創出効果：3,502人 
 ・税収効果：8.01億円 
  



アジアに関するコンベンション 4 

主催者からの評価 アジア関連の会議増加 

2008年 2009年 2010年 2011年 

28 44 47 

医学，工学，環境，芸術，文化など， 

     幅広い分野での会議を開催 

工学 
 ・アジア石油化学工業会議 
 

医学 
 ・第11回アジア小児腎臓学会学術集会 
 ・第5回アジア口腔病理学会 
 

医学物理学 
 ・第11回アジア・オセアニア医学物理学会 
 

環境 
 ・第5回東アジア環境問題国際シンポジウム 
 

芸術 
 ・第1回アジアオーケストラフェスティバル 
 

文化 
 ・ソーシャル・ビジネス・フォーラム・アジ 
  アイン福岡 
 ・第6回アジア都市ジャーナリスト会議 

・空港からのアクセスが非常によく， 
  アジア諸国からも距離が近い。 
 

・ビューローや市から主催者のニーズに 
 応じた支援を受けられた。 
 

・福岡市民と交流や産業交流を持つことが 
 出来た。 
 

・食べ物やショッピングなど，近くで 
 色々なものが楽しめる。 
 

 

街の至る所にアジアのカケラがちりばめられた「アジアンシティ・フクオカ」として，
ANAグループ機内誌「翼の王国」で紹介（平成24年5月号） 



豊富な開催実績（開催例）  

皇太子殿下もご臨席い
ただいた開会式 

川端商店街・周辺文化
施設を利用したユニー
クなパーティー開催 

併設の医療機器等 
展示会 

皇太子殿下もご臨席 
いただいた開会式 

川端商店街・周辺文化施設を利用した 
ユニークなパーティー開催 

併設展示会 
（医療機器等） 

国際泌尿器科学会総会 （ＳＩＵ） 

期間：平成２４年９月３０日～１０月４日 
参加者数：３，３００人 
 （うち海外１００か国 １，９００人） 
会場：コンベンションゾーン４施設 

◆決定の要因◆ 
・日本泌尿器科学会100周年にあたり，学会としての日本開催意欲 

・メルボルン・ブリスベーン・横浜・大阪と競合する中、都市視察の際  

 のホスピタリティの高さやユニークなパーティー会場案が認められた 

ＡＭＩ誌：欧州中心ＭＩＣＥ専門誌(発行12,000部) 

「多くの場所で学会が開催されたが，全ての場所で
ユニークな挑戦に出会う。とりわけ博多湾の太陽が
ふりそそぐこの街で」 
「ＳＩＵ理事会からは福岡で得た経験は称賛の一言」 

ＣＥＩ ＡＳＩＡ誌：アジア太平洋全域ＭＩＣＥ専門誌
(発行15,000部) 

「泌尿器科医が夜の商店街を満喫し，文化プロ
グラムは重大な困難も帳消しにしてしまった」
「参加者からも福岡大会は称賛の一言」 
「世界基準を観察・分析する必要性もある」 

福岡市からの語学ボランティア 

九州国立博物館 
でのVIPディナー 
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豊富な開催実績と高い評価 6 

半導体及びナノテクノロジーにおける強磁場国際会議 日本消化器関連学会 ＪＤＤＷ2011 

期間：平成２２年８月１日～６日 

人数：世界20か国から160人 

ノーベル物理学賞受賞クリツィング博士記者会見 
◆空港や駅からのアクセスが便利 

◆国際会議場からの眺望も良く，港を背景とした全体の 

 環境が素晴らしい 

◆大都市より雰囲気がゆったりしている一方街に活気がある  

期間：平成２３年１０月２０日～２３日 

人数：２０，０００人 

会場：コンベンションゾーン４施設 

 

◆日本最大規模を誇る医学会 
 80ものシンポジウムやパネルディスカッション、ワーク 

 ショップが開催される。 

アジア・オーストラレーシア麻酔学会 

期間：平成２２年６月１日～５日 

人数：７，０００人（うち海外５００人） 

会場：コンベンションゾーン４施設 

 
◆日本麻酔科学会第57回学術集会（JSA） 

 第13回アジア･オーストラレーシア麻酔学会
（AACA）を併設で開催 

 同時開催により200を超えるプログラム 

  



新たな試みにチャレンジするおもてなし都市福岡 7 

公共空間を利用したパーティー 官民一体となったおもてなし 

福岡城跡（舞鶴公園） 
でのウェルカムパーティ 

川端商店街での 

交流パーティー 

明治通りをパレード 

語学ボランティアの活躍 

グルメガイドブック 
外国人の受入を歓迎し、英語の対応が可
能な飲食店や福岡名物の紹介 

ゴールデンオールディーズワールドラグビーフェスティバル 
では，福岡市全体のホスピタリティが評価され 
 
・ 「フレンドシップアワード」を19回大会で初めて 
 開催都市が受賞 
 
・外国人参加者満足度93.6％と高い評価 



 
◆今後の課題 
 ・九州内でのホテル宿泊確保 
 ・九州内でのエクスカーション 
 ・スムーズな入国，移動交通手段 

◆熊本城でのピクニックデー 
 １,６００名参加（海外参加者は約１,000名） 
 
◆九州内連携 
・福岡決定前の視察の際に城壁の雰囲気が気に入られる 
 →福岡城跡でのウェルカムパーティー開催 
・更に日本らしさを感じていただくために九州内の熊本城で 
 エクスカーション実施 
・ＪＲ九州の協力により新幹線を安価で提供 

官民連携 九州内連携のもと 多彩なＭＩＣＥが開催される都市福岡 8 

ライオンズクラブ国際大会（2016年） 

◆世界２０５か国・地域 約３０,０００名 
 （うち海外約１０,０００名） 
 
◆誘致成功の要因 
福岡(日本)、マンチェスター(英国)、シンシナティ、   
ソルトレイクシティ、ニューオリンズ(米国)５都市競合 
 
・会長以下役員の事前視察の際，「コンパクトで美しい 
 都市」という高い評価を得た。 
・地元ライオンズクラブと連携し、情報収集や誘致活動を 
 行った。 
・決定が震災直後であったため、市長レター等送付 

ゴールデンオールディーズ・ワールド 
ラグビーフェスティバル（2012年） 

◆世界１７か国 約２,５４０名 
（うち海外約１,１１６名） 
 
◆誘致成功の要因 
北半球16都市の中から福岡に決定 
 
・試合会場，ホテル，関連施設がコンパクトにまとまって配置 
 されており運営しやすい。 
・ホスピタリティの高さ。 
・地元企業の理解（トップリーグに複数在籍） 

熊本との連携 

官民連携での取り組みが必要 



9 多様なエクスカーション・九州一体となった取り組み 

九州新幹線 
博多ー鹿児島 最速79分 
博多ー熊本   最速33分 



10 コンベンション施設の状況 

コンベンションゾーンのレイアウト 

マリンメッセ福岡 
展示面積 
9,100㎡ 

福岡国際センター 
展示面積
5,000㎡ 

福岡サンパレス 
ホール 

2,322名 

福岡国際会議場 会議室20室 
ホール3,000名 

高い稼働率 
(リピーター70％) 

81.5%  

69.3% 

平成23年度お断り件数 
展示場2施設46件（28万人） 
→経済波及効果 約130億円 

稼働率 

マリンメッセ福岡 福岡国際会議場 福岡サンパレス 福岡国際センター 

★空港・博多駅から利便性に優れたアクセス 

★集約された複合施設 88.1% 

67.7% 



 

・「ＭＩＣＥ拠点都市」を新設し集中した国の支援（拠点整備に係る施設整備・交通インフラ） 
・ＭＩＣＥ参加者の入国手続き簡略化 

今後の機能強化の取り組み 11 

：世界89か国地域1000機関が加盟するＭＩＣＥ国際機関 
ＭＩＣＥ誘致・支援のプラットホームを形成 

 ・ＭＩＣＥ関係者とのネットワーク強化 
 ・ユニークベニューの拡充 
 ・施設や街中での歓迎演出 

誘致体制の強化 

世界に通じる「ＭＩＣＥ都市福岡」の確立を目指して 

施設や交通面での機能強化 官民・市民などとの連携推進 

ＭＩＣＥ支援内容の充実 

国際ＭＩＣＥ誘致力の強化を図る 

ＩＣＣＡへ加入 
・データベースを活用し，マーケティング調査 
・国際見本市・展示会で福岡をアピール 
・海外キーパーソンとのネットワーク構築 

 福岡方式の体制づくり  

 ・ボランティアや市民交流事業 
 ・街中での市民と一体となったおもてなし 
 ・Wi-Fi環境や案内表示など受入環境の整備 
 ・国やＪＮＴＯ、近隣都市、九州内連携 

さらなるＭＩＣＥ施策展開を可能 

海の玄関口として魅力向上 

主催者・参加者のニーズに応じた 

開催支援を行い，再来福を推進 

コンベンションゾーンの機能強化 

 ・第2期展示場整備 
 ・コンベンション支援機能を持ったホテル等の立地 
 ・交通機能の強化，回遊性の向上 

「おもてなし都市福岡」の体制確立 

国への提案 



明確な目標設定 

域内総生産（GRP） +2.8兆円 
                        （年平均成長率+2.5％） 

雇用           +6万人 
                        （年平均成長率+0.5％） 

人口           +７万人 
                        （年平均成長率+0.3％） 

産学官が出資 
■出資金額 

 民間企業 50,000千円 
 福岡市   50,000千円 
 国      15,000千円 
 

■会員数 78団体   

５つの部会で具体的なプロジェクトを推進 

 観光  都市再生  人材  環境  食 

ＭＩＣＥ戦略、ＤＭＰ構想 都心再生戦略（天神・博多・ＷＦ） グローバル・コネクト・ハブ 

将来像  「東アジアのビジネスハブ」 
～福岡都市圏は国際競争力を備えたアジアで最も持続可能な地域を目指す～ 

福岡都市圏の新しい将来像を描き、地域の国際競争力を強化 
するために、地域の成長戦略策定から実施までを一貫して行う 

シンク ＆ 
ドゥ タンク 

2020年までの目標 

福岡地域戦略推進協議会（FDC）とは 12 


